
最新の公益資本主義実践事例を共有

PICC優秀事例発表会

「PICC優秀事例発表会」は、「公益資本主義」の実践活動につい

てPICC全体で共有し、さらにブラッシュアップしていくための学び

の場です。2020年度、各支部・会員企業で取り組んだ活動の中から、

模範となる優秀な事例が選抜され、会員企業の経営者がプレゼン

テーションいたします。

第5回となる今回は、新型コロナウイルスの感染拡大を踏まえ、

完全オンラインでの開催といたします。会員だけでなく公益資本主

義や王道経営に興味のある方であれば、非会員でもご参加いただけ

るようにしました。ぜひ一人でも多くの方にご参加いただけること

を楽しみにしております。

「第5回 PICC優秀事例発表会」概要

開催日時： 2021年3月18日（木） 15:00開始（開場 14:45）

- 17:20 終了予定

※ 会員向けには13:00から総会を実施いたします。

会場： Zoom

参加費： 無料

お申込み： 以下のQRコードからフォームでお申し込みください。

お申込みいただいた方には後日、Zoomの参加URLをメールで

ご案内いたします。

主催： 一般社団法人公益資本主義推進協議会

お問い合わせ： info@picc.or.jp TEL 03-6826-1234

第4回でMVPを受賞した
カウテレビジョン

高橋社長

会員向けに講話する
大久保秀夫会長

mailto:info@picc.or.jp


当日の進行表

15:00 第５回 ＰＩＣＣ 優秀事例発表会

１．社中分配部門
愛知支部 加藤 克弘（有限会社トリオ商事）

２．委員会活動部門（教育支援）
福岡支部 権堂 千栄実（株式会社Campanula）

３．MYCOフォーラム部門
愛知支部 中村 憲和（一般社団法人わくわくスイッチ）

４．委員会活動部門（会員交流）
福岡支部 坪井 望（㈱Link Function Project）

５．委員会活動部門（地域活性）
大阪支部 佐藤 岳登（株式会社GLOBAL FLAT）

６．公益資本主義の実践部門
東京支部 大塚 雅之（大塚実業株式会社）

16:50 支部決起

17:15 閉会の言葉 （17:20頃 終了予定）



MYCOフォーラム部門 – 愛知支部 中村 憲和（（一社）わくわくスイッチ）

PICC愛知支部会員。大阪出身。大学卒業後、飲食業での店舗運営・立ち上げ業務を歴

任。「なぜ、この国は夢や自信のない若者ばかりが溢れているのか？」と日本の未来に
絶望し、教育から未来を変えることを決意。約10年間、大阪・新潟・仙台・岐阜・広島など
各地でキャリア事業の立ち上げに関わり、2015年に三重県でわくわくスイッチを創業。地
域企業や若者の可能性が爆発する装置「わくわくスイッチ」を日夜設計中。

委員会活動部門（会員） – 福岡支部 坪井 望（㈱Link Function Project）

PICC福岡支部会員交流委員長。福岡生まれ福岡育ち。中学～高校まで野球部所属。
福岡大学入学後、ニュージーランドへスノ―ボード留学。国家公務員を経て、理学療法
士となり整形外科にて勤務。整形外科退職後、一般企業にて学術部長として勤務。足
部の重要性の啓蒙、組織の管理運営・営業業務を行う。2015年6月、Link Function 
Projectを創業。ナチュラルヨーガインストラクター。NPO法人全日本足病師協会マスター
インストラクター。キッズシュースペシャリスト。

委員会活動部門（地域） – 大阪支部 佐藤 岳登（㈱GLOBAL FLAT）

PICC大阪副支部長、地域活性化委員長。1982年大阪府八尾市生まれ。昼間は専門学
校に通い、朝晩は鍼灸整骨院で働くという二重生活を経て、24歳で分院長を任される。
2009年には独立・開業。2011年、東日本大震災の被災地にボランティアでマッサージに
行った経験から、世界が平和になってほしいという想いを込めて株式会社GLOBAL FLAT

を設立。地域になくてはならない企業を目指してデイサービスや老人ホーム、カフェ＆ス
ナック、子供の塾、コワーキングスペース等、『つながるコミュニティ』を地域で展開。

委員会活動部門（教育支援） – 福岡支部 権堂千栄実（㈱Campanula）

PICC福岡支部教育支援委員長。宮城県石巻市出身、福岡県春日市在中 2019年4月
立教大学21世紀社会デザイン研究所 入学 子どもの学習支援に社会人が関わること
の能力開発に関する研究に取り組み現在、修士論文執筆中。2008年 株式会社
Campanulaを設立。仕事を通してのキャリア（経験）を積み重ねるための、社内教育の開

発、評価制度導入コンサルティングを行う。教育活動で、地域人材の育成と地域活性化
に貢献している。

公益資本主義の実践部門 – 東京支部 大塚 雅之（大塚実業㈱）

PICC東京支部支部長。大学卒業後、旅行会社へ勤務。1994年大塚実業へ入社。翌年

に阪神淡路大震災が起こる。多くのお客様の被災を目の当たりにし、大阪営業所異動を
志願。被災地支援活動の陣頭指揮を執りつつ、お客様目線を取り入れた新たな事業ス
タイル確立し、3年間で関西市場の売上を3倍にすることに成功。2005年東京支店へ異
動。2009年代表取締役へ就任。自ら制定した100年ビジョンに沿い、現在は海外進出と
社内改革に挑戦している。

優秀事例発表会プレゼンターのプロフィール

社中分配部門 – 愛知支部 加藤 克弘（㈲トリオ商事）

PICC愛知支部支部長。愛知県瀬戸市生まれ。大学卒業後、外資系の医薬品メーカーに
入社し、営業として4年間従事。27歳の時にセラミックス専門の商社をしていたトリオ商事
に入社。31歳の時に日創研と出逢って、一気にメーカーへの道をひた走り、2006年9月
に代表取締役に就任。その後は社員数125名の企業へ牽引しながら、2018年にPICCに

入会してからは、多角化の道を模索しつつ、新規事業領域での雇用創出と社中分配の
道にチャレンジし続ける55歳です。



ＰＩＣＣは、公益資本主義を全国に広め、世の中を変えるためのきっかけをつく
る活動を推進しています。「公益資本主義」とは、米国型の株主資本主義でも中国
型の国家資本主義でもない第三の道を指し、原丈人が著書『21世紀の国富論』や
自身が設立したアライアンス・フォーラム財団にて提唱している概念です。
企業を「本業を通じて世の中に役立ち、雇用と納税で国を支える社会的存在」と

捉え、株主の利益のみを優先するのではなく、社員とその家族・顧客・取引先・地
域社会などステークホルダー全体への貢献（公益）を重視する資本主義を指します。

PICCビジョン

限界が見えてきた現資本主義に成り代わる日本発の新しい資本主義
＝公益資本主義を世界に発信し、地球益に貢献する。

そのため、PICC会員企業がいま為すべきことは、

社会性をベースとした会社・事業を創出し、独自性のあるビジネスモデルに昇華させる。
同時に、経済性も成り立つよう改良改善に挑戦する。

その結果生まれた利益は、社員とその家族、取引先、顧客、地域社会、株主、つまり社中全体に

公平に分配していくことで共存共栄を果たし、永年続く企業となることを目指す。

団体概要

名称 一般社団法人公益資本主義推進協議会

設立 2014年1月27日

会員／支部 企業会員250社、U25会員70名 ／ 全国5支部、3設立準備委員会

役員

連絡先
東京都渋谷区神宮前5-52-2 青山オーバルビル14階 TEL 03-6826-1234

https://www.picc.or.jp info@picc.or.jp

最高顧問 原 丈人
副会長 田中 勇一
理事 前川 洋一郎
理事 北見 俊則
相談役 大島 賢三、川原 正孝、林 英臣

会長 大久保 秀夫
理事 阿比留 正弘
理事 舘 逸志
監事 佐藤 栄作

中学校での出前授業

MYCOフォーラム

100年企業訪問
地域活性学会での発表

各地域の定例会
途上国支援経営者の「在り方」を学ぶ会員


